
さ
あ
冬 
r、
の

防
火
対
策
を
グ

秋
も
す
っ
か
り
涼
ま
り
、
火
に
目
減
し
む
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

こ
と
し
も

「十

一
月一

一十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
」
全
国
一
斉
に
秋

の
火
災
予
防
運
動
が
繰
リ
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
町
で
も
こ
の
週
間
に
ち
な

ん
で
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
重
点
的
に
推
し
進
め
、
家
庭
内
で
話
し
合
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

@
火
災
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て

火

災

予

防

O
あ
な
た
は
、
「
た
ば
こ
」
の
す
い
が
ら
を
投
げ
捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
。

「
寝
た
ば
こ
」
、
灰
皿
の
な
い
と
こ
ろ
で
の
喫
煙
や
「
く
わ
、
え
た
ば
こ
」

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

。
お
宅
の
こ
ど
も
さ
ん
は
、
「
マ
ッ
チ
」
の
火
あ
そ
び
は
し
て
い
ま
せ

ん
か
。

O
お
宅
で
は
、
「
石
油
ス
ト
ー
ブ
」
に
火
の
つ
い
た
ま
ま
注
油
し
て
い
ま

せ
ん
か 

0 

0
あ
な
た
は
、

「
た
き
火
」
の
後
始
末
は
い
つ
も
完
全
に
し
て
い
ま
す

カ
O
「
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
」
の
元
栓
は
、
完
全
に
し
ま
っ
て
い
ま
す
か
。 

O

お
宅
の
煙
突
か
ら
火
の
粉
が
出
て
い
ま
せ
ん
か
。

。

「

電

気

」
の
絶
縁
抵
抗
試
験
は
、
年
に
一
度
は
実
施
し
て
い
ま
す
か

0 

0

「
危
険
物
」
の
使
用
は
い
つ
も
注
意
し
て
い
ま
す
か
。

@
外
出
す
る
と
き
は
、
「
火
の
後
始
末
」
、
ガ
ス
の
元
栓
を
完
全
に

し
て
か
ら
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

@
消
火
器
の
使
用
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
と
き
は
消
防
団
員
に
教

わ
る
な
ど
日
頃
家
族
で
研
究
し
非
常
の
場
合
に
そ
な
え
ま
し
ょ
う
。 

l
火
災
が
発
生
し
た
ら 
l

火
災
は
、
一
瞬
の
う
ち
に
す
べ
て
を
灰
に
し
ま
す
。
そ
し
て
、
最
初
の
三
分

間
に
損
害
の
大
小
が
き
ま
る
と
ま
で
言
わ
れ
ま
す
。
ひ
と
り
で
消
す
こ
と

轟吾る三重量

庖 額 参� 町民のうごき
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r¥  

生
亡
入
出

出
死
転
転

4 
5 


役
場
職
員
(
林
治
男
隊
長
以
下
十
名
)
で
組
織
す
る
機
動
隊
の
演
習
風
景

(
昭
四
六
一 

0
・
九
星
谷
橋
に
て
)

な
く
、
す
ぐ
近
所
の
応
援
を
求
め
る
な
ど
消
火
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。
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町
民
体
育
祭

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
参
加
を

十
一
月
三
日
(
文
化
の
日
)
挙
行

例
年
行

っ
て
い
ま
す
町
民
体
育
祭


を
こ
と
し
も
、
十
一
月
三
日
「
文
化


の
日
」
に
勝
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い


て
挙
行
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。


町
民
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま


す
。
い
ま
ま
で
は
「
得
点
種
目
」
が


多
く
区
長
さ
ん
は
じ
め
お
世
話
さ
れ


て
い
る
方
の
苦
労
が
大
変
で
し
た
。


こ
と
し
は
、
町
民
み
な
さ
ん
が
「
楽


し
め
る
競
技
」
を
と
部
落
得
点


種
目
を
「
十
二
代
リ 
ν 
|

」
の
み
に


し
は 

η
ま
し
た
。
後
は
オ
ー
プ
ン
参


加
で
す
か
ら
・
・
:
・
気
楽
に
こ
ぞ
っ
て


ご
参
加
く
だ
さ
い
。
当
日
午
前
九
時


か
ら
始
め
健
康
家
庭
等
の
表
彰
を
行


い
ま
す
。
終
了
予
.定
は
午
後
三
時
の


予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
い


て
青
年
会
主
催
の
勝
浦
祭
を
中
学
校


体
育
館
で
行
い
ま
す
。
多
数
ご
観
覧


の
上
楽
し
い
一 
‘乱

を
過
し
て
く
だ
さ


予
定
の
競
技
種
目
は
次
の
と
お
り


で
す
。
(

競
技
種
目
)


遊

ぎ


ぷ

ど

り

フォ
ー
ク
ダ
ン
ス

、安

通

競

技

リ

レ

ー

紅
白
玉
入
れ

ア
ベ

ッ
ク
競
走

魚

つ

り

競

走

パ
ン
喰
い
脱
走 

玉
入
れ
リ
レ 

四
十
才
以
上
男
女

呼
び
出
し
競
走
二
、
=
平
オ
代
事

二
人
三
脚
二
、
三
十
オ
代
男
子

+
二
代
リ
レ 

区

別

男

女

T

l

こ
の
ほ
か
小
学
校
児
童
の
ト
ラ
ン

*勝浦祭砂のご案内

勝浦祭が開催される 勝浦中学校体育館

ペ
ソ
ト
鼓
笛
隊
演
奏
、
仮
装
行
列
な

ど
を
行
い
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
十

一
月
七
日

の
日
曜
日
に
延
期
し
ま
す
。

教
育
委
員
会

よ
う
や
く
郷
土
の
年
中
行
事
の

一
つ

と
し
て
、
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る

よ
う
に
な
リ
ま
し
た
。

本
年
も
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す

の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
多
数

ご
観
覧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

と

十

一

月

-ニ
日
午
後
三
時

か
ら
九
時
ま
で
(
雨
天
の

と
き
は
、
午
後
二
時
か
ら
)

と
こ
ろ

勝
浦
中
学
校
体
育
館

内

容

弁
論

・
舞
踊

・
歌
(
の

ど
自
慢
大
会
)
・
万
才
・

務
語

・
寸
劇
・
浪
曲

・
手

口
聞
な
ど
。

前
日
に
続
い
て
一
般
質
問
が
行
な


わ
れ
、
中
西
識
異
ほ
か
四
識
買
の


質
問
(
別
表
こ
で
一
一
般
質
問
を


終
了
、

午
後
三
時
散
会
。


マ

十

月

六
日
午
前
九
時
十
分
開
議
。

議
案
審
識
を
行
な
い
(
別
表
二
)

の
十
七
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
、

陳
情
、
二
件
を
採
択
し
午
後
四
時

五
十
五
分
閉
会
し
た
。

き

布
一
町
政
に
点
目
問

十
月
四
日

西
浜
勝
己
競
買

.• 

町
議
会
定
例
会
風
景
(
幌
町
畏
干
し
つ

提
出
議
案
の
説
明
) 

び

ん

つ

り

競

走

般

ω町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

(
町
政
の
基
本
構
想
と
公
約
実
現

つ
い
て

間
町
立
病
院
に
つ
い
て 
(小
児
科
の

再
開
・看
護
婦
の
労
働
条
件
等
)

附
ス
ポ
ー
ツ
掻
興
対
策
に
つ
い
て

川
下
水
、
排
水
処
理
問
題
に
つ
い
て

滝
口
良
一
識
貝

ω商
工
業
の
問
題
に
つ
い
て

ω住
宅
の
問
題
に
つ
い
て

同
町
立
病
院
の
問
題
に
つ
い
て

坂
口
貞
雄
識
貝

の
ビ
ジ
ョ
ン
)

正
木
ダ
ム
建
設
と
そ
の
対
策
に

ωつ
い
て
(
道
路
交
通
、公
共
保
障
) 

ω四
国
放
送 

の
誘
致
に
つ

U
H
F

男

田T反体声祭における自由参加の楽しい競技風景 女

昭
和
四
十
六
年
九
月
定
例
会
は
、

九
月
二
十
七
日
開
会
、
十
月
六
日
閉

会
し
た
。

こ
の
定
例
会
に
は
町
長
か

ら
提
出
し
た
報
告
一
件
(
継
続
貨
に

か
か
る
継
続
年
度
終
了
報
告
)
、
認

定
一
件
(
昭
和
四
十
五
年
度
歳
入
歳

出
決
算
)
の
ほ
か
議
案
十
五
件
と
、

競
貝
か
ら
条
例
案
等
二
件
が
提
案
さ

れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

せ
ら
れ
た
。

(対
象 
)

保

育

所

婦
人
会
、
老
人
会

青

年

会

交
通
安
全
協
会

小
、
中
学
校
男
女

老

人

会

二
十
オ
代
男
女

三
十
オ
代
男
女

一

般

男

女

会
議
の
経
過

私
た
ち
背
年
会
が
主
催
す
る
勝
浦

祭
も
、

こ
と
し
で
凶
回
目
を
迎
え
、

岡
本
議
長
か
ら
諸
般
の
報
告
の
あ

と、堺
町
長
か
ら
提
出
誠
実
の
概

要
説
明
お
よ
び
担
当
各
課
長
か
ら

誠
実
の
詳
細
説
明
並
び
に
、

議
員

提
案
に
係
る
議
案
に
つ
い
て
佐
藤
、

坪
内
両
識
員
か
ら
説
明
が
行
な
わ

れ
、
午
後
三
時
散
会
。

マ

九

月

二
十
八
日
か
ら
十
月
三
日

ま
で
識
案
調
査
の
た
め
休
会
。

マ
十
月
四
日
午
前
九
時
再
開
。

町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
に
は
い

り
、
西
浜
離
員
ほ
か
七
購
買
の
質

問
(
別
表
こ
が
行
な
わ
れ
、
午

後
四
時
五
十
五
分
散
会
。

マ

い
て

ω税
の
公
平
負
担
と
還
元
措
置
に

平

岡

武

識

貝

ωじ
ん
あ
い
処
理
に
つ
い
て

ω道
路
問
題
に
つ
い
て

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

道
路
行
政
に
つ
い
て

ω公
害
問
題
に
つ
い
て
(
工
場
廃

ωω

て7 

九
月
二
十
七
日
午
前
九
時
開
会
。

十
月
五
日
午
前
九
時
間
識
。

¥-

l

MUS04
テキストボックス
議会だより
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ω
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r
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O

液
処
理
)

小
関
武
夫
議
員

ω町
道
三
漢
、
立
川
線
に
つ
い
て

ω
(
計
画
、
時
期
、
負
担
金
な
ど
)

み
か
ん
産
業
の
掻
輿
に
つ
い
て

(農
道
の
設
計
、
負
担
金
、
改

植
な
と
)

ω簡
易
水
道
に
つ
い
て
(
消
毒
、

管
理
)

つ
い
て

佐
藤
寿
治
議
員

ω

て

棚
野
以
来
地
域
の
排
水
路
に
つ

間
総
合
財
政
に
つ
い
て

い
て

味
間
喜
久
雄
議
員 

岡

敬ω
二
議
員 

政
治
姿
勢
と
自
治
の
本
旨

ダ
ム
建
設
に
伴
う
関
連
事
業
と

ω交
通
対
策

分
の
三

(
現
行

一 

分
の
一
)

同
希
望
あ
る
農
業
政
策
に
つ
い
て

削
社
会
保
障 

(老
人
医
療
、
教
育

補
助 
)

回
公
会
堂
の
使
用
に
つ
い
て

間
単
純
労
務
職
の
待
遇
改
善
に
つ

い
て

坪
内
正
太
郎
議
員 

高
橋

肇

議

員 

ω畑
地
総
合
開
発
対
策
に

つ
い
て

ω

2別表 

昭
和
田
十
六
年
九
月

勝
浦
町
議
会
定
例
会
議
決
事
項

一
、
勝
浦
町
土
地
開
発
基
金
条
例
の

一 

制
定
に
つ
い
て

公
用
ま
た
は
公
共
の
用
に
供
す
る

土
地
、
ま
た
は
公
共
の
利
益
の
た

め
に
取
得
す
る
必
要
の
あ
る
土
地

四
、
地
方
向
治
法
第
二 

三
条
の
規

を
あ
ら
か
じ
め
取
得
す
る
こ
と
に

よ
り
、

事
業
の
円
滑
な
執
行
を
は

か
る
た
め
設
置
す
る
基
金
条
例
の

制
定
。

二
、
勝
浦
町
交
通
安
全
対
策
会
議
設


置
条
例


町
の
交
通
安
全
計
画
を
作
成
し
、

そ
の
実
施
を
推
進
し
、
町
の
交
通


安
全
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
の


企
画
に
関
し
て
審
議
し
そ
の
実
施


を
推
進
す
る
対
策
会
識
設
置
の
条


例
の
制
定
。

の
定
数
を
改
め
る
条
例
。


三
、
勝
浦
町
治
山
林
道
事
業
分
担
金

徴
収
条
例

，

町
が
県
の
補
助
金
を
受
け
て
行
な

十
三
、
勝
浦
町
議
会
委
員
会
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

全
文
政
正
(
識
員
提
案
)

十
四
、
勝
浦
町
老
人
保
養
施
設
、

設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ

い
て

勝
浦
町
の
老
人
の
福
祉
の
向
上
、

憶
康
の
増
進
及
び
情
操
の
高
掲
を

は
か
る
た
め
勝
浦
町
中
角
に
設
置

す
る
老
人
保
護
施
設
「
勝
浦
町
老

人
い
こ
い

の
家」

の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
。

十
五
、
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

勝
浦
町
監
査
委
員
に
手
塚
正
己
氏

を
選
任
に

つ
き
同
意

十
六
、
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に

っ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ

い
て

勝
浦
町
教
育
委
員
会
委
員
に
福
井

笹
男
氏
を
選
任
に
つ
き
同
意
。

意
見
書
案

一
、
み
か
ん
産
業
振
興
に
関
す
る
要

望
意
見
書

国
の
適
切
な
施
策
に
よ
り
み
か
ん

農
業
の
安
定
発
展
を
積
極
的
に
推

進
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
意
見
を

農
林
省
を
は
じ
め
関
係
機
関
へ
提

出
す
る
(
識
員
提
案
)

陳
情
処
理

一
、
正
木
ダ
ム
建
設
に
伴
う
補
償
道

路
の
新
設
を
県
へ
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
(
立
川
区
長
中
国
営

司
ほ
か
十
四
名
提
出
)

陳
情
書
採
択

二
、
勝
浦
病
院
に
小
児
科
を
設
置
さ

れ
た
い
こ
と
に
つ
い
て
(
町
内

若
奏
会
九
七 

名
提
出
)

陳
情
書
採
択

町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
額
を

改
正
す
る
条
例
。

七
、
勝
浦
町
老
人
医
療
費
特
別
給
付

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

金
条
例
の
一部
を
改
正
す
る
条
例

∞
畑
地
総
合
開
発
事
業
の
見
通
し

に
つ
い
て

ω教
育
設
備
に
つ
い
て

凶
保
健
衛
生
対
策
に
つ
い
て

問
ダ
ム
対
策
に
つ
い
て

側
広
域
行
政
に
つ
い
て

川
勝
浦
町
の
総
合
開
発
計
画
に

つ

老
人
医
療
費
特
別
給
付
金
の
額
を

に
改
め
る
条
例 

(改
正 
)

八
、
昭
和
四
十
六
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

歳
入
、
歳
出
予
算
の
総
額
に
二
五
、 

二
八
千
円
を
追
加
し
て
予
算
の


総
額
を
三
七
六
、
八
二
四
千
円
と


す
る
。


九
、
昭
和
四
十
六
年
度
勝
浦
町
国
民

O
;

O


O


ω

つペコ

凶
徳
島
、
上
那
賀
線
道
路
改
良
に

い
て

道
路
問
題
に
つ
い
て
(
県
道
改

の
統
合
、
ダ
ム
建
設
に
伴
う
交

協
合
併
、
農
業
セ
ン
タ
ー
)

川
間
町
金
庫
の
指
定
に
つ
い
て

み
か
ん
産
業
振
興
に
つ
い
て

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

歳
入
、
歳
出
の
予
算
・
の
総
額
に
三
、 

五
八
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の

O総
額
を

一 

一二

す
る
。

、
昭
和
四
十
六
年
度
勝
浦
町
簡

O

O

、
六
八
四
千
円
と

う
治
山
林
道
事
業
の
費
用
に
あ
て 

3

る
た
め

の
分
担
金
の
賦
課
徴
収
等

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る

条
例
の
制
定
。

山
本
圭

一
議
員

土
中
残
留
農
薬
に
つ
い
て

ω畑
地
総
合
開
発
の
そ
の
後
に
つ

い
て

大
井
儀
議
員

ω日
事
務
取
扱
い
に
つ
い
て

勝
浦
川
総
合
開
発
の
問
題
点
に

つ
い
て

十
月
五
日

中
西
晴
美
議
員

ωω

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
歳
入
、
歳
出
予
算
の
総
額
に
二
五

千
円
を
追
加
し
て
、

予
算
の
総
額

を
二
、
六
二
五
千
円
と
す
る
。

定
に
よ
る
者
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例

川
出
か
せ
ぎ
勤
労
者
の
た
め
の
休

交
通
安
全
推
進
協
議
会
委
員
、
嘱

託
隣
保
館
長
、
交
通
指
導
員
、
交

通
安
全
対
策
会
識
委
員
の
報
酬
お

十

一
、
昭
和
四
十
六
年
度
勝
浦
町
病

院
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

病
院
事
業
収
益
の
総
額
に
八
、
八

四
三
千
同
を
、
病
院
事
業
費
用
の

総
額
に
八
、
八
二
三
千
同
を
追
加

し
て
収
支
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
の
総

額
を
九
六
、

一
六
三
千
円
と
す
る
。

資
本
的
支
出
の
予
算
の
総
額
に


二
、

一
二 

千
円 

(建
設
改
良
質
)


を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
四
、


六
八 

千
円
と
す
る
。


十
二
、
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

よ
び
費
用
弁
償
の
額
を
改
め
る
条

勝
浦
町
の
職
業
動
態
と
課
税
の

現
況
に
つ
い
て

住
宅
、
宅
地
政
策
に

つ
い
て 

ω小
学
校
対
策
と
教
育
施
設
の
改

築
に
つ
い
て

凶
勝
浦
町
の
商
工
業
の
現
況
と
そ

の
振
興
対
策
に
つ
い
て

仙
川
勝
浦
町
立
病
院
の
経
営
に
つ
い

五
、
勝
浦
町
職
員
定
数
条
例
の

一
部

を
改
正
す
る
条
例

教
育
委
員
会
の
事
務
部
局
の
職
員

六
、
職
員
の
特
殊
勤
務
等
の
手
当
支

給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改

正
す
る
条
例

坂
本
、
下
生
実
支
線
ほ
か
十
二
路

線
を
町
道
に
認
定
す
る
。

ら 昭和 46年 11月 1日(3.) 第 17号 か

良
、
町
道
の
新
設
舗
装
)

ω教
育
問
題
に
つ
い
て
(
小
学
校

道
安
全
対
策
)

ω町
産
業
の
問
題
に
つ
い
て 

(農
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職員の朝礼風景(午前� 8: 25)

堺
町
長
さ
ん
か
ら
、
「
お
年
寄
り

の
代
表
と
し
て
、

一
日
町
長
を
お
願

い
し
た
い
」
と
い
う
話
が
あ

っ
た
の

は
た
し
か
八
月
の
初
め
だ
っ
た
と
思

う
。
そ
の
話
を
聞
い
た
と
き
私
は
、

こ
れ
は
な
か
な
か
大
役
だ
と
感
じ
て

い
た
。と

言
う
の
は
、
堺
町
長
の
公
約
が
、

か
住
民
の
た
め
の
行
政
を
す
る 

と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
町
長
は
何
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
か
、
町
長
は
ど
ん

な
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
、
こ
れ
を

広
く
住
民
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
何
よ

り
も
た
い
せ
つ
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
一
日
町
長
と
い
う
方
法
で
知


ら
せ
よ
う
と
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
と


私
は
受
け
取
っ
た
か
ら
で
あ
る
。


十
一
月
十

一
日
、
一
日
町
長
と
し

て
登
庁
し
た
私
の
日
課
は
、
婦
人
代

私

の
 

日
町
長

横
瀬
連
合
長
寿
会

会

市

飲
酒
運
転
は
、
交
通
事
故
に
結
び

つ
く
こ
と
を
前
回
(
そ
の

こ

で
説

明
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
飲
酒
運
転

の
防
止
に
つ
い
て
申
し
上
げ
た
い
と

教
育
委
員
会
委
員
長

の
改
選
に
つ
い
て

十
月
十

一
日
の
町
教
育
委
員
会

に
お
い
て
委
員
長
及
び
職
務
代
行

者
が
つ
き
の
と
お
り
改
選
さ
れ
ま

し
た委

員

長

福

井

笹

男

職

務

代

行

者

新

居

雄

彦

教
育
委
員
会

表
、
青
年
代
表
の
と
き
と
閉
じ
く
、

八
時
二
十
五
分
か
ら
の
朝
会
に
始
ま

り
、
町
長
か
ら
の
町
政
概
要
説
明
と
、

各
課
の
事
務
執
行
状
況
の
聴
取
と
い

う
形
ど
お
り
の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
町
政
概
要
は

一
産
業
振
興
に
つ
い
て

畑
地
総
合
盤
備
事
業
、
農
用
地

開
発
事
業
、
農
地
保
全
事
業
の
三

大
事
業
と
、
観
光
農
業
の
推
進
。

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
建
設
。
大

幹
線
農
道
の
建
設
構
想
。

ニ
福
祉
厚
生
面
で
は

町
立
病
院
の
経
営
改
善
と
小
児

科
の
再
開
。
老
人
い
こ
い
の
家
の

設
置
。
老
人
医
療
の
無
料
化
。
じ

ん
あ
い
処
理
問
題
。

三
建
設
事
業
関
係
は

生
名
、
沼
江
、
掛
谷
谷
川
の
改

修
。
婆
羅
尾
林
道
の
建
設
。
正
木

ダ
ム
の
建
設
に
伴
う
県
道
整
備
。

四
交
通
安
全
対
策
は

交
通
指
導
員
の
設
置
と
、
婦
人

学
級
の
な
か
に
交
通
安
全
教
室
を

取
り
入
れ
る
。
飲
酒
運
転
追
放
宣

言。

町
内
飲
食
庖
の
協
力
依
頼
。

五
学
校
教
育
お
よ
び
社
会
教
育

横
瀬
小
学
校
体
育
館
の
建
設
お

よ
び
校
舎
の
改
築
。
プ
ー
ル
の
建

設
。
小
学
校
の
統
合
問
題
。
校
名

の
変
更
。

与
川
内
地
区
の
青
少
年
健
全
育

成
モ
デ
ル
地
区
指
定
。
体
育
協
会 

交
通
安
全
講
座

(
そ
の
一
一
)

の
再
編
成
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
。

な
ど
で
あ
る
。

私
は
、
戦
中
戦
後
に
か
け
て
約
五

年
間
、
旧
横
瀬
町
の
議
員
で
あ
っ
た
。

当
時
は
、
「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ

ま
で
は
」
で
あ
り
、
た
だ
戦
争
に
勝

つ
こ
と
だ
け
が
す
べ
て
で
あ
っ
た
。

敗
戦
後
は
、
食
べ
る
こ
と
だ
け
に
追

い
ま
わ
き
れ
た
。
住
民
福
祉
な
ど
、

そ
の
こ
と
ば
す
ら
私
の
記
憶
に
は
な

い
。
い
わ
ん
や
老
人
福
祉
な
ど
思
い

も
よ
ら
ん
こ
と
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

あ
れ
か
ら
二
十
六
年
余
を
経
た
今

日
、
た
と
え
通
院
治
療
だ
け
と
は
い

え
、
無
料
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
れ

る
よ
う
に
な
り
、
来
年
か
ら
は
、
七

十
オ
以
上
の
無
料
化
が
図
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

「
飲
酒
運
転
」
の
防
止
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
。
答
、
え
は
簡
単
で
す
。

「
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
体
に
車
を
運
転

し
な
い
」
「
運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲

ま
な
い
」
と
言
う
こ
と
で
す
。
こ
の

こ
と
を
、
心
に
固
く
奮
い、

車
を
運

転
す
る
本
人
が
自
ら
戒
め
、
強
い
意

志
を
も
っ
て
当
る
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。

大
切
な
こ
と
は
、
家
庭
だ
け
で
な

く
、
「
地
域
」
「
職
場
」
「
酒
類
販

売
業
者
」
に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら
運

転
し
よ
う
と
す
る
人
に
は
、
た
と
え

ど
ん
な
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
酒
を
飲

ま
せ
た
り
、
す
す
め
た
り
し
な
い
こ

い
う
。
旧
生
比
奈
公
民
館
に
老
人
い

こ
い
の
家
が
設
置
さ
れ
、
薬
湯
施
設

と
そ
れ
に
附
属
し
た
娯
楽
設
備
も
整

う
こ
と
が
確
定
し
た
の
で
あ
る
。
会

員
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
心
か
ら
感

謝
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

最
近
町
村
に
お
け
る
行
政
需
要
は

増
加
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
交
通
、

公
害
、
し
尿
、
じ
ん
あ
い
の
処
理
な

ど
、
十
年
前
に
は
予
想
も
で
き
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
老
人

と
い
え
ど
も
、
こ
の
時
代
の
激
し
い

流
れ
に
お
く
れ
で
は
な
ら
な
い
。
こ

れ
を
機
会
に
、
老
人
会
活
動
も
い
よ

い
よ
積
極
的
に
や
り
た
い
と
思
う
。

会
員
各
位
と
と
も
に
、
お
互
い
の
長

寿
を
喜
び
合
い
な
が
ら
。

以
上

重
大
事
故
発
牛
芳
場
(
飲
酒
運
転
し
回
へ
転
落 
)

と
で
す
。
特
に
結
婚
式
、
会
議
等
の

催
し
の
際
に
は
な
お
さ
ら
で
す
。
せ

っ
か
く
の
機
会
だ
か
ら

一
ば
い
飲
ん

で
い
た
だ
か
な
い
と
札
を
失
す
る
と

か
、
「
こ
れ
で
は
気
勢
が
上
ら
な
い

・
:
」
と
か
、
自
分
勝
手
な
考
え
で
酒

を
す
す
め
、
後
は
運
転
す
る
本
人
が

う
ま
く
や
れ
ば
よ
い
の
だ
と
い
う
こ

と
は
余
り
に
も
利
己
的
な
、
そ
し
て

無
責
任
な
こ
と
で
す
。

形
だ
け
の
儀
礼
の
た
め
、
酒
を
飲

ま
せ
て
そ
の
人
が
交
通
事
故
を
起
し
、

人
を
殺
傷
す
る
惨
事
に
い
た
っ
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
後
の
祭
り
で
す
。

そ
の
責
任
は
お
酒
の
提
供
者
に
も
あ

り
ま
す
。
運
転
す
る
と
き
は
絶
体
に

酒
を
飲
ま
な
い
。
ま
わ
り
の
第
三
者

も
決
し
て
す
す
め
な
い
と
い
う
習
慣

を
町
民
ひ
と
り
、
ひ
と
り
が
身
に
つ

け
町
内
か
ら
欽
酒
運
転
事
故
を
出
き

な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
松
島
警
察
署

勝
浦
町
幹
部
警
察
官
派
出
所

湯

浅

部

長

MUS04
テキストボックス
私の一日町長
市川歖雄
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J 事業推進本部設置

「
産
地
競
争
」
「
国
際
競
争
」
に

勝
つ
本
町
の
み
か
ん
を
、
よ
く
す
る

に
は
農
業
の
構
造
改
善
、
経
営
の
体

J
f↑

山い
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中
角
停
留
所
西

(

三

叉

路

)

午

前

十

時

・

事
故
原
因
は
何
れ
も
ハ
ン
ド
ル
操
作
午
後
五
時
・

昭和46年11丹1日

畑地総合開発

推進本部殺置風景

を
積
極
的
に
推
進

す
る
た
め
十
月
一

日
よ
り
役
場
内
に

推
進
本
部
を
設
置

し
各
農
業
団
体
や

指
導
機
閣
の
協
力

の
も
と
に
本
格
的

に
推
進
を
図
る
体

制
を
強
化
い
た
し

ま
し
た
。
本
事
業

は
各
地
区
の
推
進

委
員
の
御
協
力
に

よ
り
仮
同
意
は
現

在
農
家
戸
数
で
五 

O
%、
関
係
面
積
で
七 

の
加
入

O
%

進
捗
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

十
一
月
よ
り

い
よ
い
よ
土
地
改
良

区
設
立
準
備
に
は
い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
受
益
農
家
の
本
同
意
を

徴
す
る
こ
と
に
な
り
各
地
区
で
会
識

を
重
ね
明
年
事
業
着
工
を
目
途
に
強

カ
に
事
業
推
進
を
図
nvま
す
の
で
関

係
農
家
の
皆
さ
ん
の
御
理
解
と
御
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

産
業
課

勝
浦
町
体
育
協
会

結
成
さ
窃

哨

町
民
の
体
位
向
上
&
、 
.

健
康
増
進

を
図
る
わ
め
、
五
帆
推
進
也
ぽ
と
な

る
体
育
協
会
、
手
私
月
二
十
九

日
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

さ
し
当
り
陸
上
・
野
球
・
パ
レ

剣
道
・
柔
道
・
山
岳
の
六
部
で
発
足

し
、
将
来
発
展
的
に
増
部
し
て
ゆ
く

考
え
で
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
部

活
動
と
併
行
し
て
、
会
町
的
な
体
育

振
興
や
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
の

育
成
指
導
も
図
る
計
画
で
す
。

こ
の
体
育
協
会
は
、
町
内
に
広
く


会
員
を
募
集
し
、
会
費
(
一
人
年
額


三
百
円
)
と
、
町
の
補
助
金
を
も
っ


て
運
営
し
ま
す
。
近
く
役
員
さ
ん
が


協
会
へ
の
ご
加
入
を
お
勧
め
に
参
り


ま
す
の
で
、
こ
の
趣
旨
に
ご
理
解
ご


賛
同
賜
わ
り
、
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ


る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


な
お
、
役
員
は
次
の
方
が
ご
就
任

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

会

長

西

浜

勝

己

棚

野

副

会

長

高

木

宏

幸

与

川

内

大

西

一

司

生

名

田
中
サ
サ
ヱ
今
山

監

事

敏

鎌

謙

次

久

国

花

園

究

与

川

内

理
事
、
部
長
(
五
十
名
)

〈
教
育
委
員
会
〉

H U
H

中
央
公
民
館
、
鳴
門
市
立
図
書
館
両

管
内
内
説
草
-
瓦
句
会
主
の
親
ぽ
く
交

吋
内
で
発

生

し

た

》

偏

向司

A
W

話
いし
合
い
、
午

換
会
れ
計
画
さ
九札
一
午
前
中
は
、
読

d

今
月
一の
交
通
事
故
  

書
活
動
に
つ
い
て

後
は
、
み
か
ん
狩
，り

を
楽
し
ん
で
も

ら
う
予
定
で
す
山

公
民
館
〔
で
五
}
叫
よ
う
な
読
書
活

動
に
呼
応
し
て
、
と
く
に
希
望
図
書

の
充
実
を
図
る
考
え
で
す
。
町
民
の

事

現

十

青

か

ら

十

月

十

四

事

故

原

因

は

、

芳

接

触

日
訓
面
衝 

jw明
間
)
ま
で
、
町
内
戸
発
突
で
あ
り
、
前
方
不
一
正
意
と
ご
」

1

七

牝
岐
通
事
故
の
発
生
件
数
一は

次

ド

の

出

し

過

ぎ

に

広 
河
内
的
で
す
。

一
吃
山
均
時
す
。

¥
和

拠
品
月
出
申
故

岳
岩
湯
怖
い

~

立

ハ

m

年
令
的
に
見
ま
す
と

。

」二
件

二
十
オ
未
満

:・・・
 

1
i
f
--f一
件

、

O
O
f

h

i

在
吾
首
(
三
又
路
)

-
4詰
一 

米

一
、
星
谷
概
劇
場
東
(
四
党
路
一

1
件 

二
十
オ
か
ら
三
十
芳
怯

T
'、
三
件

百

十

オ

か

主

主

ま

2

ど
し

方
ど
な
た
で
も
げ
つ
こ
う
で
す
か
ら

読
み
た
い
本
ド
摘
及
ズ
リ
し
い
本
を

長
7
だ
さ
い
。

Y54

ま
た
人
の
機
ム
奇
人
一
人
で
も
多
く
読

書
グ
‘ル 

プ
へ
ほ
い
づ
て
く
だ
さ
る

よ
う

4

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

l

公

民

倉吉

質
改
善
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
経
営
の
省
力
化
に
つ
な
が
る
畑

地
総
合
整
備
事
業
が
ぜ
ひ
と
も
必
要

で
あ
り
ま
す
。
町
で
は
こ
れ
ら
事
業 

発
生
し
た
時
聞
は

炉
背
七
時
爪
か
ら
』八
時
ま
で

二
件

の
誤
り
と
交
叉
点
の
除
行
違
反
で
す
。

午
後
八
時
か
ら
九
時
ま
で
一
件

被
害
は
足
打
撲
、
前
頭
部
挫
創
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
ご
の
安
全

O 裂
傷
と
い
う
重
大
事
故
に
つ
な
が
っ
運
転
に
何
か
ご
参
考
に
な
れ
ば
と
ね

て

い

ま

す

。

が

っ

て

い

ま

す

。

物
件
事
故

(
車
対
車
)
二
件

発

生

場

所

勝

浦

町

幹

部

警

察

官

派

出

所
小
松
島
警
察
署

白

一

、

棚

野

、

寒

山

商

庖

前

湯

浅

部

長

二
、
石
原
停
留
所
前

読
書
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

読
書
週
間

き
わ
や
か
な
秋
は
、
読

の
季
節

い
ま
勝
浦
町
の
読
書
友
の
会
(
会

長
丸
山
良
章
さ
ん
)
に
は
、
五
十
グ

ル
ー
プ
、
五
百
十
余
名
の
会
員
が
加

入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
読
書
週
間
に
ち
な
ん
で
、
仲

十
月
二
十
七
日
か
ら

十
一
月
九
日
ま
で

聞
で
楽
し
む
読
書
か
ら
、
生
活
の
中

に
生
き
た
読
書
と
な
っ
て
、
町
の
す

み
ず
み
ま
で
浸
透
し
て
ゆ
く
た
め
に

グ
ル
ー
プ
へ
の
加
入
を
広
く
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
ま
た
週
間
行
事
と
し

て
、
来
る
十
一
月
九
日
に
、
勝
浦
町

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
徳
島
市

住に
艮貌
信l，� '
祉む
セ会 、
ン員
タた
1ち
図
書
室
で

MUS04
テキストボックス
町内で発生した今月の交通事故

MUS04
テキストボックス
畑地創合整備事業推進本部設置

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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答

申

に

お

け

る

同
和
対
策
の
趣
旨
を
知
ろ
う

t
方
法
の
明
示
、
学
カ
の

向
上
措
置
、
進
路
指
導
に
関
す
る

措
置
、
保
健
衛
生
に
関
す
る
措
置

:
:
:
な
ど
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

社
会
教
育
に
お
い
て
も
、
青
年
、

成
人
、
婦
人
等
を
対
象
と
し
て
の

方
策
が
大
切
で
あ
る
。

口
人
権
問
題
に
関
す
る
対
策
も
必

要
で
あ
っ
て
、
日
本
国
憲
法
に
は
、

信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
、
又

は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済

的
ま
た
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
差

別
さ
れ
な
い
こ
と
を
基
本
的
人
権

の
一
つ
と
し
て
保
障
し
、
立
法
そ

の
他
の
国
政
の
上
で
こ
れ
を
最
大

に
尊
重
す
べ
き
こ
と
を
宣
言
し
て

い
る
。し

か
し
、
審
議
会
に
よ
る
調
査

の
結
果
は
、
地
区
住
民
の
多
く
が

「
就
職
に
際
し
て
」
「
職
業
上
の

つ
き
あ
い
、
待
遇
に
関
し
て
」

「
結
婚
に
際
し
て
」
な
ど
の
あ
ら

ゆ
る
面
で
差
別
を
、
J
け
た
経
験
を

も
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
た
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
差

別
を
、
つ
け
た
場
合
に
、
司
法
的
も

し
く
は
、
行
政
的
擁
護
を
、
つ
け
よ

う
と
し
て
も
、
そ
の
道
は
十
分
に

保
障
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、

人
権
擁
護
制
度
組
織
の
確
立
と
積

極
的
活
動
と
と
も
に
立
法
的
措
置

を
講
じ
、
司
法
的
に
救
済
す
る
道

を
拡
大
す
る
こ
と
も
必
要
亡
ず
。

以
上
、
審
議
会
答
申
に
よ
る
同
和
対

前
号
は
同
和
対
策
の
基
本
的
方
針

と
し
て
、
生
活
環
境
の
改
善
、
社
会

福
祉
の
充
実
、
産
業
職
業
の
安
定
等

に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
。
本
号
は

教
育
文
化
の
向
上
及
び
基
本
的
人
権

等
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

ハ
門
教
育
問
題
に
関
す
る
対
策
は
、

人
間
形
成
に
主
要
な
役
割
を
果
す

も
の
と
し
て
と
く
に
重
要
視
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

基
本
的
に
は
民
主
主
義
の
確
立
の

基
礎
的
な
課
題
で
あ
っ
て
、
同
和

教
育
の
中
心
的
課
題
は
法
の
も
と

平
等
の
原
則
に
基
づ
き
、
社
会
の

中
に
根
づ
よ
く
残
っ
て
い
る
不
合

理
な
部
落
差
別
を
な
く
し
、
人
権

尊
重
の
精
神
を
寅
ぬ
く
こ
と
で
あ

る。
こ
の
教
育
で
は
、
教
育
を
受
け

る
権
利
(
憲
法
第
二
十
六
条
)
、

お
よ
び
教
育
の
機
会
均
等
(
教
育

基
本
法
第
三
条
)
に
照
ら
し
て
、

同
和
地
区
の
教
育
を
高
め
る
施
策

を
強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

個
人
を
尊
重
し
、
合
理
的
精
神
を

重
ん
ず
る
教
育
活
動
が
積
極
的
に

全
国
的
に
展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
方
策
に
お

‘

い
て
学
校
教
育
で
は
、
同
和
教
育

内
目
標
、

策
の
趣
旨
の
あ
ら
ま
し
を
掲
載
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
ら
の
総
合
的
対
策
が

実
施
さ
れ
、
町
民
み
な
さ
ま
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
完
全
解
消

が
実
現
す
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会

季
節
の話題誕


す
っ
か
り
日
あ
し
が
短
く
な
り
、

日
が
落
ち
て
か
ら
の
寒
さ
が
気
に
な

る
こ
ろ
に
な
り
ま
し
た
。
秋
か
ら
冬

へ
の
変
わ
ひ
目
は
、
か
ら
だ
が
ま
だ

寒
さ
に
馴
れ
き
れ
な
い
の
で
夕
方
の

急
な
冷
え
こ
み
に
、
こ
と
し
の
冬
は

早
め
に
や
っ
て
来
た
の
か
と
錯
覚
を

し
が
ち
で
す
が
、
気
担
川
は
毎
年
同
じ

よ
う
な
周
期
で
下
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

健

康

寒
さ
が
肌
に
感
じ
る
よ
う
に
な
る

と
皮
膚
に
か
ゆ
み
を
お
ぼ
え
る
と
い

Oう
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
お
も
に
中

年
か
ら
お
年
寄
り
の
方
に
多
い
の
で

す
が
、
理
由
は
皮
膚
が
乾
燥
す
る
か

ら
で
す
。
お
酒
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
刺

激
性
の
も
の
を
少
な
く
し
た
り
、
塩

分
や
糖
分
の
多
い
も
の
、
閃
類
な
ど

も
ひ
か
え
自
に
。
ま
た
便
通
を
よ
く

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
療
法
と
し

て
は
、
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
を
欽
む
の

も
効
果
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
何
よ

り
も
直
接
は
だ
に
着
る
下
着
類
は
、

化
学
繊
維
の
も
の
を
き
け
、
な
る
べ

く
綿
製
品
の
も
の
を
き
る
よ
う
に
。

な
お
、
原
因
が
糖
尿
病
や
肝
臓
病
、

ホ
ル
モ
ン
の
異
常
な
ど
の
こ
と
も
あ

り
ま
す
か
ら
ひ
ど
い
よ
う
で
し
た
ら
、

い
ち
ど
医
師
に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

衣か
ら
っ
と
晴
れ
た
と
き
、
寝
具
を

外
に
出
し
て
日
に
当
て
ま
し
ょ
う
。

寝
間
着
も
夏
と
ち
が
っ
て
、
毎
日
洗

だ
く
と
い
う
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん

か
ら
、
晴
れ
て
さ
え
い
た
ら
せ
い
ぜ

い
ド
日
に
当
て
て
干
し
て
着
る
と
い
う

習
慣
を
つ
け
れ
ば
健
康
に
も
一
番
よ

い
わ
け
で
す
。

た
だ
し
、
ラ
パ
フ
ォ
ー
ム
製
の
寝

具
は
直
射
日
光
に
当
て
る
と
老
化
を

早
め
ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
日
を
さ

え
ぎ
り
て
風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
に

ひ
ろ
げ
ま
す
。
日
が
落
ち
る
こ
ろ
ま

で
外
へ
出
し
て
お
く
と
、
す
ぐ
湿
り

が
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
午
後

は
遅
く
と
も
二
時
ま
で
に
は
入
れ
ま

し
ょ
う
。
ま
だ
臼
が
当
っ
て
い
る
か

ら
:
:
:
と
入
れ
お
し
み
し
て
い
る
と

夜
寝
る
と
き
ひ
ん
や
り
と
感
じ
ま
す
。

そ
の
ひ
ん
や
り
と
す
る
の
が
湿
気
で

す
。
湿
気
を
帯
び
た
寝
具
を
使
っ
て

い
る
と
、
か
ら
だ
に
惑
い
ば
か
り
で

な
く
、
綿
を
固
く
し
て
痛
み
を
早
め

ま
す
。

。

食秋
も
い
よ
い
よ
終
り
を
告
げ
、
は


だ
寒
さ
を
感
じ
ま
す
。
ダ
イ
コ
ン
、


ハ
ク
サ
イ
等
は
「
ナ
ベ
料
理
」
に
欠


か
せ
な
い
材
料
の
一
つ
で
す
。
自
の


き
か
り
、
こ
の
暁
か
き
な
ら
ま
だ
大


し
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
薄
い
服


装
で
出
か
け
、
夜
急
に
寒
く
な
っ
て

ふ
る
え
な
が
ら
帰
っ
て
き
た
ご
主
人

の
眼
鏡
が
ポ 
1
ッ
と
く
も
る
「
ナ
ベ

料
理
」
の
湯
気
は
、
家
庭
の
暁
か
き

が
感
じ
ら
れ
、
何
よ
り
の
ご
ち
そ
う

と
い

、え
ま
し
ょ
う
。

住。夏の
う
ち
た
の
し
く
、
お
い
し
く
、

い
た
だ
い
た
ピ 

ル
や
ジ
ュ
ー
ス
の

空
ビ
ン
は
き
っ
さ
と
酒
屋
き
ん
に
引

き
と
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

中
旬
を
過
ぎ
る
と
、
そ
ろ
そ
ろ
火

の
気
が
こ
い
し
く
な
り
ま
す
。
ご
家

庭
で
暖
房
用
の
ス
ト
ー
ブ
は
い
つ
で

も
使
え
る
よ
う
に
用
意
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
寒
さ
に
耐
え
る
か
ら
だ
を

き
た
え
る
つ
も
り
で
、
お
へ
や
の
ス

キ
間
風
も
一
向
に
気
に
せ
ず
、
ス
ト

ー
ブ
を
つ
け
ず
に
い
て
は
、
か
え
っ

て
か
ら
だ
を
冷
や
し
て
し
ま
い
、
体

力
の
む
だ
づ
か
い
と
い
う
も
の
で
す
。

ハ
ク
ビ
シ
ン
(
白
鼻
心
)
の

駆
除
猟
友
会
に
依
頼

最
近
町
内
に
「
ハ
ク
ビ
シ
ン
」
が

繁
殖
し
、
農
作
物
等
を
あ
ら
し
て
お

り
ま
す
。

「
ハ
ク
ビ
シ
ン
」
は
「
食
肉
自
ジ


ャ
コ
ウ
ネ
コ
科
」
の
獣
で
頭
は
だ
い


た
い
黒
く
鼻
す
じ
が
白
い
。
自
の
上


下
と
耳
前
に
も
白
斑
が
著
し
い
。
体


長
五
十
糎
近
く
雇
は
三
十
七
糎
あ
ま


り
で
木
に
よ
く
登
り
「
果
実
」
「
ミ


ミ
ズ
」
を
食
べ
「
よ
ヮ
叩
サ
」
等
を


襲
い
ま
す
。 

d-e

坤

&


町
で
は
こ
の
対
策
の
た
め
十
月

一

日
よ
り
猟
友
会
に
依
頼
し
、

二
十
五

人
の
「
ハ
ン
タ
ー
」
に
よ
っ
て
駆
除

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
匹
五

百
同
で
買
上
げ
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

産

業

課

I
A
t
-
-

l
A
1
1
A
h
a l
A
1

I
A
B
B
A

MUS04
テキストボックス
同和教育シリーズ
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研
究
大
会
に
参
加
し
て

てコ

O
O

-¥ 

。


第
二
十
回
全
国
柑
橘
研
究
大
会
が

去
る
九
月
十
六
、
十
七
日
の
両
日
、

大
分
県
大
分
市
、
杵
築
市
を
中
心
に

全
国
ミ
カ
ン
産
地
か
ら
二
、
五

余
名
が
参
加
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
町
関
係
は
果
樹
研
究
会

員
二
十

一
名
、
勝
浦
町
農
協

一
名、

焼
業
改
良
普
及
所
一
名
、
本
郡
選
出

の
中
西
文
夫
県
議
、
会
長
、
事
務
局

を
含
め
二
十
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

以
下
簡
単
に
そ
の
内
容
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

第
一
日
(
十
六
日
)
産
地
視
察

参
加
者
全
員
パ
ス
に
分
乗
、

ニ
班

に
わ
か
れ
、
大
分
市
、
杵
築
市
、
日

出
町
、
安
岐
町
、
国
東
町
等
、
県
北

部
の
新
興
産
地
を
見
学
し
ま
し
た
。

樹
令
六 
1
十
二
年
生
の
若
木
が
圧

倒
的
に
多
い
の
で
す
が
、
本
年
は
ど

第
初
回
全
国
柑
橘
研
究
大
会
風
景

う
し
た
こ
と
か
、
結
果
状
況
は
惑
く
、

案
内
の
技
術
員
の
話
で
は
平
年
の
七

分
作
と
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
肥
培

管
理
は
よ
く
な
さ
れ
て
お
り
、
感
心

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
大
分
県

へ
の
入

植
者
は
大
き
く
二
つ
の
タ
イ
プ
に
わ

か
れ
、
戦
後
開
拓
農
家
と
し
て
入
植

し
た
者
、
ミ
カ
ン
ブ
}
ム
に
乗
っ
て

大
き
な
投
下
資
本
を
背
景
に
入
植
し

た
者
、
前
者
は
平
均
経
営
商
械
が
少

な
く
、
そ
の
半
数
に
近
い
農
家
が
大

分
市
、
別
府
市
等
へ
日
か
せ
ぎ
に
出

て
お
り
、
将
来
離
農
の
方
向
に
進
む

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
後
者
は
数
ヘ
ク
タ
ー
ル

か
ら
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
を
経
営
し

て
い
る
農
家
も
あ
り
、

一
家
そ
ろ

っ

て
ミ
カ
ン
専
業
で
、
機
会
あ
ら
ば
規

模
拡
大
を
目
ざ
し
て
い
る
様
チ
で
し

た
。
ま
た
、
緩
傾
斜
と
い
う
特
徴
を

生
か
し
、
共
同
栓
営
て
ア
メ
リ
カ
な

み
の
機
械
化
を
図
リ
、
生
産
性
向
上

を
ね
ら

っ
た
燦
場
が
県
下
に
山
か
所

ほ
ど
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
ら
焼
場

が
将
来
成
図
化
さ
れ
た
時
点
で
は
、

十
ア
ー
ル
あ
た
り
、
百
六
十
時
間
程

度
に
省
力
化
さ
れ
、

一
キ
ロ
グ
ラ
ム

あ
た
り
三
十
五
円 

(現
在
の
貨
へ
い

価
値
で 
)
の
単
価
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
採

算
が
合
う
と
の
こ
と
で
す
。

第
二
日 

(十
七
日
)
大
会
状
況

大
分
市
文
化
会
館
で
行
な
わ
れ
、

主
催
者
、
来
貧
者
あ
い
さ
つ
、
引
き

続
き
大
分
県
農
業
の
概
況
に
つ
い
て
、

県
農
林
部
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
午

後
か
ら
意
見
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

和
歌
山
県
代
表
の
発
表
は
「
省
力
化

教
育
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

勝
浦
町
の
監
査
委
員
お
よ
び
教
育

委
員
会
委
員
は
、
任
期
満
了
の
た
め

欠
員
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
町
議

会
九
月
定
例
会
に
お
い
て
議
会
の
同

意
が
あ
り
、
十
月
七
日
に
次
の
人
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員

今

月

の

農

作

業

み
か
ん
普
通
温
州

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
の
多
目
的
利
用
に
つ
い
て
、
長

崎
県
代
表
か
ら
「
品
質
向
上
に

つ
い
て
」
と
題
し
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
後
、
緊
急
動
識
の
提
出
が
あ

り
い
ず
れ
も
可
決
、
自
分
た
ち
で
解

決
で
き
る
も
の
は
お 

い
に
実
行
し
、

政
治
的
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
は
、
事
務
局
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
各

方
面
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

緊
急
動
識
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
政
府
は
果
樹
復
興
ぃ
卒
業
凶
の
よ


う
な
も
の
を
作
り
価
格
安
定
策
を


示
せ

②
土
地
基
銚
幣
備
事
業
に
政
府
は


も
っ
と
力
を
入
れ
よ
。


③
オ
レ
ン
ジ
、
果
汁
の
自
由
化
反
対
。

④
温
州
み
か
ん
の
ア
メ
リ
カ
輸
出

E

z 

2与� 

= 
= 

= 
E 

= 
= 
= 
= 

冨� 

= 
E 
= 

呈� 

= 
= 
圭� 

= 
= 
至� 

重� 
= 

= 
室� 
= 
至� 
= 
= 
ー
= 

= 
= 
= 
ー= 
= 

= 
= 

E 
2 

。

。

O
O

i

メ

モ

rヘ干

新
し
い
監
査
委
員

手
塚
正
巳
(
新
任 
)
大
字
生
名

ニ
、
秋
肥
の
施
用

秋
肥
は
、
樹
勢
の
早
期
回
復
を

は
か
り
、
貯
蔵
養
分
の
蓄
積
を
促

し
て
、
翌
年
の
着
花
生
長
に
備
、
え

る
た
め
で
す
。
樹
上
の
果
実
に
影

響
の
な
い
限
り
は
や
め
に
施
用
し

ま
す
。
肥
料
は
速
効
性
を
主
体
に

若
干
の
遅
効
性
を
加
味
す
る
と
と

教
育
委
員
会
委
員

も
に
本
年
は
特
に
窒
素
の
絶
体
量

福
井
笹
男
(
再
任
)
大
字
棚
野

を
少
な
め
に
施
す
か
、
燐
酸
加
盟

の
ウ
ェ
ー
ト
を
高
く
し
ま
す
。

三� 

= 
圭� 

呈� 

呈� 
z 

z 
= 
吾� 

E 
= 

宅

を
も
っ
と
や
り
や
す
く
す
る
た
め

政
府
は
カ
を
入
れ
よ
。

⑤

グ

ル

ー
プ
フ
ル
ー
ツ
輸
入

の
防

疫
体
制
の
強
化

⑥
各
資
金
借
入
金
の
返
還
期
限
の	

中
熟
系
普
色

延
期
と
利
子
の
免
除
。

一開
始

⑦
ミ
カ
ン
を
学
校
給
食
に
と
り
入	

成
熟
期
、
根
伸
長
停
止

れ
る
よ
う
制
度
化
せ
よ

⑧
市
場
手
数
料
を
も

っ
と
引
き
下

一
、
採
集
前
の
硫
黄
剤
散
布

げ
る
こ
と
。

み
か
ん
の
着
色
を
よ
く
し
て
、

⑨
国
産
加
工
ジ
ュ
ー
ス
の
版
路
拡	

貯
蔵
力
の
増
進
を
は
か
る
た
め
に

張
を
せ
よ
。

採
取
十 

十
五
日
前
に
水
和
硫
黄

⑪
農
協
系
統
よ
り
外
国
資
本
の
飲	

四 

倍
を
散
布
し
ま
す
。
本
町

料
物
を
一
掃
せ
よ
。

の
よ
う
に
、
貯
蔵
み
か
ん
主
体
の

以
上
が
大
会
内
容
で
す
。

産
地
で
は
、
石
灰
硫
黄
合
剤
よ
り

昨
今
の
み
か
ん
情
勢
が
き
び
し
い

も
水
和
硫
黄
の
ほ
う
が
効
果
的
で

だ
け
に
、
今
ま
で
の
大
会
の
よ
う
な

す
。
又
例
年
着
色
が
悪
い
早
期
出

お
祭
り
気
分
的
な
要
素
は
み
じ
ん
も

荷
函
で
は
米

一
回
目
に
石
灰
硫
賞

な
く
、
悲
そ
う
感
さ
え
た
だ
よ
う
大

合
剤
を
、
分
二
回
目
は
水
和
硫
黄

会
の
ふ
ん
囲
気
の
う
ち
に
、
来
年
十

を
使
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
赤
ダ

月
高
知
で
の
再
会
を
奮
い
閉
会
し
ま

ニ
発
生
園
は
殺
ダ
ニ
剤
(
ア
ゾ
マ

し
た
。

産

業

課 

イ
ト
乳
剤
一
、 

0
0
0
倍
)
を
混

用
散
布
し
ま
す
。

三
、
夏
秋
梢
の
処
理

本
年
は
か
な
り
結
果
し
て
い
て

も
夏
秋
梢
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

は
や
め
に
処
理
し
て
隔
年
結
果
を

防

ぎ

ま

し

ょ

う

。

産

業

課

MUS04
テキストボックス
第二十回全国柑橘研究大会に参加して
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老
人
福
祉
に

つ
い
て

こ
の
た
び
老
人
福
祉
事
業
と
し
て
、

老
人
保
養
施
設
と
老
人
医
療
費
特
別

給
付
金
の
増
額
が
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
老
人
保
養
施
世
建
般
に
つ
い
て

勝
浦
町
の
老
人
福
祉
の
向
上
、
健

康
の
増
進
お
よ
び
情
操
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
、
目
的
と
し
て
、
旧
生
比
奈

公
民
館
を
勝
浦
町
老
人
い
こ
い
の
家

と
改
称
し
、
「
老
人
風
呂
」
を
新
設
し

ま
す
。
建
築
内
容
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
で
脱
衣
室
、
浴
室
、
ポ

イ
ラ
室
、
燃
料
室
、
計
四
十
・
七
平

老
人
い
こ
い
の
也
事
(
老
人
風
呂
)
が

殴
置
さ
れ
る
旧
生
比
奈
公
民
館

方
米
で
す
。
昭
和
四
十
六
年
度
中
に

は
完
成
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

ニ
、
医
療
費
特
別
給
付
金
の
増
額
に

つ
い
て

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く
し
た

高
令
者
(
満
八
十
オ
以
上
)
を
対
象

に
医
療
費
の
負
担
を
軽
減
し
、
そ
の

健
康
増
進
を
図
る
の
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
四
十
六
年
十
月
一
日
以
後
に
受

け
た
診
療
費
用
額
の
三 

パ
ー
セ
ン

ト
を
限
度
と
し
て
、
特
別
給
付
金
を

支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
公
的
扶
助
お
よ
び
附
加
給

付
が
あ
る
お
方
は
、
そ
の
額
だ
け
控

=SE--=・=

除
き
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
を
ご
活
用
い
た
だ
き
、

早
期
受
診
、
早
期
治
療
に
心
掛
け
、

よ
り
よ
い
老
後
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

一

厚

生

課

O

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
と
な


り
ま
し
た
。
流
感
の
発
病
は
急
に
お


こ
り
全
身
症
状
と
し
て
、
熱
が
官
問
く


下
熱
し
て
も
ま
た
上
昇
し
、
さ
む
け
、


頭
痛
、
腰
痛
、
筋
肉
痛
が
あ
り
、
せ


き
は
か
ら
せ
き
で
、
脈
は
低
く
呼
吸


数
の
多
い
の
が
特
徴
で
す
。


こ
の
予
防
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
注

射
を
受
け
る
こ
と
で
す
が
、
も
し
か

か
れ
ば
、
単
期
に
適
切
な
治
療
を
受

け
安
静
に
寝
か
せ
る
こ
と
が
た
い
せ

つ
で
す
。
ま
た
、
老
人
や
子
ど
も
の 

あ
る
家
庭
で
は
、
感
染
に
と
く
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

カ
ゼ
は
万
病
の
も
と
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か

ら
大
病
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
予
防
注
射
は
必
ず
受
け
て
、

十
分
眠
り
、
栄
養
を
と
り
、
過
労
に

な
ら
な
い
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い

本
年
度
の
予
防
接
種
の
日
程
は
次

の
と
お
り
で
す
。

日
月 
5
日

午
後

日
月
刊
日 l

・・∞ 

午
後
3
・ 

i

-m

横

瀬

撰

果
..場

午
後 
l
・
・却

 

1
午
後 
3
・・却

今
山
セ
ン
タ
ー

日
月
日
日

午
後
1
・・

午
後
3
・・却

坂

本

小

学

校

日
月
お
日

午
後 
1
・・却 

午
後 
3
・・却

与
川
内
事
業
所

次
に
あ
げ
る
方
は
注
射
を
受
け
る


こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。


一
、
鶏
卵
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
体


質
者

二
、
三
オ
以
下
乳
幼
児

m
ii

三
、
有
熱
者
、
心
臓
血
管
系
疾
患
、

腎
臓
、
肝
臓
、
糖
尿
病
、
脚
気
の

者
ほ
か
通
院
し
て
い
る
方
は
主
治

医
の
許
可
を
得
て
く
だ
さ
い
。

当
日
体
温
を
計
っ
て
き
て
下
さ
い
。

料
金
は

i

O
O

満
三
オ 
1
六
オ
未
満

O

二

四

分

一

六 

円

満
六
オ 

十
五
オ
未
満

二

回

分

二 

円

満
十
五
オ
以
上

O
O

二
回
分

三

同

診療日程表
秋
も
す
っ
か
り
抑
休
ま
り
、
夜
に
な

る
と
急
に
冷
え
ぴ
え
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
気
候
の
変
わ
り
目
は
、
い
ろ

い
ろ
と
病
気
に
か
か
り
ゃ
す
い
も
の

で
す
。
夜
間
の
緊
急
患
者
に
つ
い
て

は
直
接
病
院
へ
来
て
く
だ
さ
れ
ば
診

察
い
た
し
ま
す
の
で
お
気
軽
る
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

。
夜
間
の
往
診
に
つ
い
て
は
、
宿
直

医
師
一
人
の
た
め
重
症
患
者
が
入
院

し
て
い
る
と
き
に
は
、
往
診
を
お
こ

と
わ
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

。

胃
の
透
視
診
断
日
は
次
の
と
お

り
で
す
。

胃
か
い
よ
う
、
十
二
指
腸
か
い
よ

う
、
胃
が
ん
は
早
期
発
見
、
早
期
治

療
で
完
全
に
治
愈
し
ま
す
。
と
く
に

胃
が
ん
は
、
初
期
に
発
見
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
勝
浦
病
院
で
は
毎
週

水
曜
日
を
胃
の
透
視
診
断
日
と
決
め

ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
き
い
。

Vi 

ご
希
望
め
方
は
前
日
ま
で
に
事
務
局

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

。
入
院
患
者
用
、
付
添
人
用
と
し

て
有
料
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
設
備
(
十

円
で
約
二
十
五
分
)
を
し
ま
し
た
。

入
院
の
際
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

。
診
療
に
つ
い
て
お
願
い

診
察
を
受
け
る
場
合
に
は
忘
れ
ず

「
保
険
証
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

八
十
オ
以
上
の
老
人
の
方
が
診

療
を
受
け
る
場
合
は
、
印
鑑
を
ご

町
立
勝
浦
病
院
の
風
景

持
参
く
だ
さ
い
。勝

浦
病
院
事
務
局

O

悩

土 金本水火付日�  

内内内|人j内内外

受科利料科科科�  
午

自外外外外外

)科料科科料

主主

品産 産形

午婦 婦� 

後人 人
) 

ヰヰ 科

午
1)円

九
時
か
り

午
{表
.ii 
時
ま� 
て。

外内内内内内外 夜

科科科料科科科 間

¥} 

、ーー
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テキストボックス
おしらせ

MUS04
テキストボックス
病院だより
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昭和46年11月 献立予定表
勝浦町学校給食センター

日 曜 ノ、t ン 牛 手L お カミ ず 日 日程 ノf ン 牛 手L お か ず

1月
食パン

マーガリ ン
牛 手L

ちゃん ~rん 

くだもの
16 火

食パン

マーガリン

添 加

牛 手L

うま煮

くだもの

2 火� 
食 ノf ン

ン、; ヤ ム
1/ 

けんちゃん� 

ゆでたまご� 
177，/(f場 ノf ン 牛 手L

おでん

くだもの

3 水 ヨヨ 文 イじ の 日� 18木� 
食 ノマ ン

ン、e
守' ム " 

カレーシチュー

白菜のコvマ和え

4 木
食パン

チョコ7 ーガリン� 
牛 手し

フィッシュフライ� 

白和え� 
19 金� 

コッハミノマン

サワー
1/ 

オムレツフフイ
リンゴ スパゲティ
キャベツ付合せ

5 金
コッペノザン

ジャム " 
甘諸とかしわの煮込み� 

くだもの
22 月

食パン

チョコ?-ijl)ン " 
ミー.トソース和え� 

くだもの

8 月� 
食� rノ、 ン

チョコ?ーガリン� 
1/ 

にく豆腐� 

青菜のコ。マ和え� 
23 火 巳E 勤労感謝の日

g 火
食パン

マーがリン

添 加

牛 手し

豚汁 くだもの� 

ソーセージ� 
24 水

クリーム

ノf ン
牛 字し

すいとん

くだもの

10 水
2ケどり
ノf ン
ク リー ム

牛 乳
チキンボールの� 

ケチャップ和え� 
野菜の=色和え� 

25 木� 
食 ノf ン

ン‘. ヤ ム " 
フランクソーセージ

妙り豆腐

11 木
食パン

マーガリン
1/ 

焼 そ� lま� 

くだもの� 
26 金

ハムサンド

牛 乳

12 金� 
コッペノfン

ジヤム " 
さつま汁� 

オランダ揚照煮� 
29 月

食 ノマ ン 添 加

牛 手L

にくうどん

くだもの チーズ

15 月� 
食 ノマ ン

チョコつ」ガリン " 
マカロニサラダ� 

なら和え� 
30 火

食 ノマ ン
ン、司p ムヤ 牛 手し

メルフライ

煮豆|キャベツ付合せ

煮 ぼ し を もっと使用しましょう

煮干は骨格の主となるカルシウムを多く含んでいる食

品ですが、最近化学調味料の発達により、朝の味噌汁を

化学調味料だけを用いて作っている家庭が多し、と聞いて

います二 手聞のかからない、しかも安価な化学調味料は

便利なものですが発育期にある子供をもっ家庭では特に

カルシウムの摂取を考え、毎日の味噌汁には、にぽしに

よるだ しをおすすめし ま す 。

最近の学童に骨折が多いのも、化学調味料によって、煮

干の‘だし。�  を用いることが少くなったのも一因をなしl

ているそうです。化学調味料は l床をよ り よ く す るために

使用してほしいと思います。

牛乳の飲用、その 他 多 く の 食 品 に よ っ て カ ル シウム類

の摂取 も 行 わ れ て いることですが、煮干とみそによる朝

の一杯は 日本 人に 欠かせないものではないでしょうか。

調理員による給食作業風景

笹生島盤会:謹呈




。。
昭和46年11月 1日 か つ つ ら 第17号

横中横横横生坂病坂沼坂横横

瀬山瀬瀬瀬名本院本江本瀬瀬

\~ 

』

町内で買いましょう

。
年
賀
は
が
き
の

発
売
に
つ
い
て

局
だ
よ

郵
便

運
送
途
中
で
果
実
が
い
た
み
や
す
く
、

im 


家
庭
に
お
け
る

同
和
教
育
記
念
講
演
会

開
催
に
つ
い
て

来
る
十
一
月
二
日
勝
浦
中
学
校
に

お
い
て
、
本
年
度
の
勝
浦
郡

研
究
集
会
が
聞
か
れ
ま
す
。 

P
T
A

引
続
い
て
、
午
後
二
時
か
ら
三
時

ま
で
、
勝
浦
中
学
校
体
育
館
に
お
い

て
「
家
庭
に
お
け
る
同
和
教
育
」
と

題
比
行
、
九
彊
市
教
育
委
員
会
教
育

長
刀
弥
館
正
也
先
生
の
記
念
講
演
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
同
和
問
題
に
つ
い

て
の
理
解
を
一
層
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
一
般
町
民
多
数
の
ご
聴
講
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
育
委
員
会

十
一
月
の

移
動
警
察

日
程
次
の
と
お
り

他

の
小
包
に
も
官
官
を
及
ぼ
す
、
」
と
に

な
り
ま
す
。

み
か
ん
小
包
は
、
必
ず
木
箱
と
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
荷
札
、
郵
便
番
号
を
お
忘
れ

な

く

。

勝

浦

郵

便

局

こ
と
し
も
十

一
月
五
日
か
ら
全
国

一
せ
い
に
「
年
賀
は
が
き
」
が
発
売

さ
れ
ま
す
。

年
末
は
小
包
の
ほ
か
郵
便
物
が
多

く
、
な
か
で
も
「
年
賀
は
が
き
」
の

混
雑
ぷ
り
は
た
い
へ
ん
で
す
。

こ
の
た
め
「
年
賀
は
が
き
」
の
購

入
は
お
早
く
、
差
出
し
に
つ
い
て
は

郵
便
番
号
を
必
ず
ご
記
入
さ
れ
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
ん
と
か
な
ら
ぬ
か

〈
苦
情
〉 

八
V

み
か
ん
の
小
包
み
は

こ
う
し
て
は
ど
う
か

〈意
見
〉 

必
ず
木
箱
で
/

こ
う
し
て
ほ
し
い

こ
れ
か
ら
本
町
特
産
の
み
か
ん
が

「
贈
答
用
」
と
し
て
小
包
で
多
く
送

ら
れ
ま
す
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
す
と
、

。
日
時

十
一
月
十
五
日

午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で

場

所

勝

浦

町

役

場

二

階

。
自
動
車
運
転
免
許
証
の
有
効
期

OOOO

限
が
切
迫
(
一
ヵ
月
以
内
)
し
て


い
る
方
は
、
当
白
書
き
換
え
し
て


く
だ
さ
い
。


。
免
許
証
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い

去
る
十
月
十
三
日
に
免
許
証
の
書


き
換
え
を
す
ま
さ
れ
た
方
は
、
十

一


月
の
移
動
警
察
の
と
き
に
お
渡
し
い


た
し
ま
す
。
時
間

(午
後
二
時
か
ら


四
時
ま
で
)
内
に
お
受
け
取
り
く
だ


き
し
。


住
民
課
交
通
係


自
動
車
運
転
免
許
証
の
書
き
換
え
風
景

(
移
動
警
察
) 

i勝
ダF 

壇

釣
竿
に
蛸
蛤
遊
ば
せ
吸
う
煙
草

顔
立
て
て
入
っ
た
保
険
に
助
け
ら
れ

花
屋
き
ん
き
れ
い
な
声
も
乗
せ
て
売
り

兄
の
良
い
所
逝
か
れ
て
か
ら
解
り

子
の
出
番
顔
が
乗
り
出
す
運
動
会

奥
さ
ん
と
奥
さ
ん
が
進
い
嘘
が
ば
れ

減
反
を
尻
自
に
余
る
米
が
と
れ

医
者
と
し
て
当
然
の
嘘
今
日
も
一
志
う

大
正
の
生
ま
れ
が
昭
和
と
お
な
い
歳

ハ
ン
ド
ル
は
妻
に
任
せ
て
い
る
祭

事
費
の
愚
痴
聞
い
て
や
っ
て
る
閑
が
無
い

泣
き
に
来
た
つ
も
り
の
呈
で
叱
ら
れ
る

蛸
蛤
の
愛
が
静
か
な
風
に
の
る

出
詠
は
毎
月
末
日
ま
で
に
、

三
句
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
下
さ
い
。

送

り

先

横

瀬

稼

勢

都

景

ま

で

町
内
在
住
者
の
方
に
限
り
ま
す
。

お
誕
生
お
め
で
と
う

生星中三
名谷角渓

林

幸

男

増
井
達
夫

中
西
恭
一

谷
上

一
好

長長長長
女女男女

結
婚
お
め
で
と
う

奥 森
口本

め
ぐ
み

義

典

美

紀
雅

美
守

勝
恵

お
く
や
み
申
し
ま
す

沼 三 沼坂三坂 三三 塁坂 三
江渓江 本渓 本渓 渓谷本渓

美

馬

義

己

沢

野

寿

孝

高
瀬
カ
ズ
ヱ

鶴
居
シ
マ
ノ

増

井

政

助

機

平

虎

一

鶴
本
ハ
ツ
ノ

新
居
彦
右
衛
門

出
口
{
赤
次
郎

小

林

寅

生

橋

本

多

七

町
政

へ
の
意
見
、
要
望
、
苦

情
な
ん
で
も
け
つ
こ
う
で
す
。

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈要
望
〉

し
り
た
い
、
た
ず
ね
た
い

〈
照
会
〉

たばこはーた
ば
こ
を
町
内
で
買
っ
て
い
た
だ

町

へ
た
ば
こ
消
費
税
が

き
ま
す
と
、

交
付
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

町
内
の
た

ば
こ
小
売
底
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

税

務

課 




